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社会見学 かっちゃん きたよきたよ いってみたいな
音感教育 リズムあそび ドレミファ船長 なかよしリズム
絵画製作造形 できたできた なにしてあそぼ
表2　1964年度と1986年度にみる「幼保の時間」枠の番組編成
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図1　幼稚園と保育所在籍者の年齢別在籍率（文部科学省HP『我が国の教育水準』
「(1)幼稚園の在園児数」の表からグラフを作成）
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でなく、内容、ねらい、番組構成、企画者、
出演者、登場キャラクターなど経年ごとの変
遷が見受けられた。
　2011年、NHK教育テレビが「Eテレ」と呼
称を変更し、午前中の編成にあった「幼保の
時間」番組は、「Eテレキッズ」（幼児・子ども
ゾーン）へと移行し22)、実質的には学校放送
としての「幼保の時間」は消失した23)。情報
のデジタル化とインターネットの浸透によ
り、メディア環境や情報環境が変容した現在、
幼児向けの番組も大きな転換期を迎えた。
2. 「幼保の時間」の音楽番組の概要と実践
　本章では、「幼保の時間」の音楽番組の内容
と受容の特徴を明らかにする。まず、長期間
放送された『なかよしリズム』の概要をみる。
次に、『なかよしリズム』を取り入れた幼稚園・
保育所での事例に着目し、その受容の実態を
確認する。
2-1. 「幼保の時間」の音楽番組『なかよしリ
ズム』の概要
　「幼保の時間」の音楽番組は、1958年から
2006年までに、『リズムあそび』（1958-63年）、
「ドレミファ船長』（63-65年）、『なかよしリズ
ム』（66-87年）、『プルプルプルン』（88-89年）、
『ともだちいっぱいうたってあそぼ』（90-94
年）、『うたってオドロンパ』（95-2005年）、『あ
いのて』（2006年）と9本のタイトルがある。
これらの音楽番組は「幼稚園教育要領」の領
域の変化に伴い、「音楽」「リズム」(1947年〜）
から〈音楽リズム〉(1956年〜）、〈表現〉(1989
年〜）に対応した。
　ここでは、最も長期間放送された『なかよ
しリズム』に着目する。この番組のコンセプ
トは「子どもたちと一緒に楽しめる、親しみ
やすい教材を提供する」とある。ただし、そ
の内容や編成は、改変も見受けられる。例え
ば、1970年の番組紹介には、「流行の新しいリ
ズムをいち早く覚えてからでのみこんでしま
22） 2006年で「幼保の時間」の音楽番組はなくなる。
23） ただし幼児向け番組、幼保の時間の番組は、HP
「キッズワールド」の「幼稚園保育所向け番組
の広場」があり、年間放送計画や放送番組を利
用した保育実践が掲載される。
表4　1974年度『なかよしリズム』年間計画
1学期
4月の主題 リズムの国よ、こんにちは 幼児の生活や遊びの中から、さまざまなリズムを感じさせます。
5月の主題 みんなともだち さわやかな初夏。身体全体を使って、のびのびと遊ばせ拍子感を養います。
6月の主題 なかよく遊ぼう 手や足を使って、リズム運動をする楽しさを感じさせます。
7月の主題 みんなで歌おう 夏の遊びを中心にメロディーやハーモニーの美しさを紹介します。
2学期
9月の主題 みんな元気に 秋は、運動会、遠足、お祭りのシーズン。身体全体で音の強弱や速度に反応する力を養います。
10月の主題 みんなで踊ろう 体を使って、踊ったり、叩いたりしてリズムに対する反応力をつけさせます。
11月の主題 リズムの国をひとまわり 幼児たちに身近にあるリズムを楽しませながら、集団への遊びへと発展させていきます。
12月の主題 みんななかよし 音やリズムのおいかけや重なりを幼児と一緒に楽しみます。
3学期
1月の主題 みんな風の子 お正月にまつわる歌や冬の遊びを通して、楽しい歌の表現活動に親しませます。
2月の主題 みんな名演奏家 幼児たちの大好きな楽器や、珍しい楽器を使って合奏し、音のひろがりの楽しさを味わわせます。
3月の主題 リズムの国の音楽会 １年間「なかよしリズム」で親しんだ曲、大好きだった曲の数々を紹介し、総まとめとします。
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うのはこどもたちです。この番組は、音楽的
に大きな可能性をもつ幼児に、リズミカルで
いきいきした質のよい音楽をたくさん与え、
幼児たちがそれをからだでうけとめ動き反応
できるよう…おにいさん、おねえさんといっ
しょにあそぶうちに、簡単で愉快なリズムの
動きを、こどもたちは毎回楽しんで覚えるで
しょう。ある部分は見てたのしみ、ある部分
は自然に番組に参加するかたちでその音楽的
経験を豊かにしていく」24)とある。
　1974年の番組紹介には「この番組は、幼児
の大好きな歌や、リズミカルでいきいきとし
た音楽をもりこんだ、幼児のための音楽バラ
エティです。…とくに今年度は、歌のおじさ
んとおねえさんを中心に、楽しい歌やリズム
を遊びをくりひろげ、アットホームな音楽番
組にしていきます」25)と記され、毎月番組の
小タイトルとねらい、それに合わせた番組オ
リジナルの歌や既存の歌が年間を通じて計画
的に示された（表4）。
　この中で、「音楽バラエティ」との言葉があ
るように、その後「歌、踊り、遊び」を通じ
た「バラエティ」によるエンタテインメント
色を前面に出し、幼児に魅力ある内容を提供
する試みが長期にわたって継続した。その慣
例として、お兄さん、お姉さん、キャラクター、
おじさんが登場する演出となった（写真2）。
長年放送された『なかよしリズム』は、「子ど
もたちが本来持つ生き生きしたリズム感覚を
刺激し、より豊かな音楽性を身につけ、音楽
の楽しさを感じとる」ことを重視した。また、
音楽・リズムと子どもの身体表現と結びつけ、
「リズム遊び」を中心に音楽にあわせて動い
たり踊ったりする、いわゆるショー型の演出
と構成が特色としてみられた。
2-2. 現場にみる『なかよしリズム』の受容
　次に「幼保の時間」の音楽番組はどのよう
に幼稚園・保育所で利用されたのかを確認し
たい。まずその活用にあたって、現場の指
導者向けに、放送教育の手引きや参考書をは
じめ、実際の利用に準じた冊子も用意され
た。その1つは、毎年11月発行の『NHK幼稚
園・保育所番組の利用とてびき：幼稚園・保
育所年間保育計画資料』26)（日本放送教育協
会）という冊子だ。内容は、翌年度の年間番
組内容と一覧表が示されるため、どの番組を
1年間をとおして視聴するか（継続視聴）、必
要に応じて単発的に視聴するか（随時視聴）、
といった指導計画に資することを狙いとした
ものだ。別の冊子では、学期ごと年に3回発
行するテキスト『幼稚園保育所の時間』（日本
放送出版協会）（番組との区別を明確にするた
24） テキスト『幼稚園保育所の時間』S45年 1-3月3
学期号, p.20
25） テキスト『幼稚園保育所の時間』S49年 4-7月1
学期号,p.22
26） 表紙含むB5版11頁の薄い冊子である。
写真1　1970年度 『なかよしリズム』の一場面 
（テキスト『幼稚園・保育所の時間』 
1970年9-12月 2学期号）
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め“テキスト『幼稚園保育所の時間』”と表記）
があった（写真2）。テキスト『幼稚園保育所
の時間』は、いわゆる番組テキストに該当す
る。内容は、番組のねらい、内容、解説、歌
の紹介、歌詞、楽譜等を掲載し、指導者に年
間計画および月案・日案の予定を立ててもら
うことを意図した。また放送される歌の歌詞
も含む簡易楽譜と伴奏付の楽譜が巻末にも掲
載され、具体的な活用を想定して編纂された。
　放送教育協会や文部省刊行の手引きや実践
集も刊行された。さらに、雑誌『放送教育』
では「わたしの放送利用」という特集の中で、
幼稚園・保育所、小・中学校の教員が学校放
送番組を利用した「プラニング」や「日課表
のくふう」が紹介された。ただし、放送教育
推進派の教諭にあっても「幼稚園の生活とい
うのは教科の生活ではなくて、遊びの生活の
中で、集団生活をやっているんです」27)とい
う発言にみられるように、現場で“教育的”
利用をめざしたテレビ放送の導入は、他の小
学校や中学校と比較しても難しい実践であっ
たと考えられる。そこで実践の導入がいかな
るものであったか、「幼保の時間」番組の音楽
番組『なかよしリズム』に関する取り組みの
事例を3点紹介したい。
　まず一つ目は、1974年の名古屋市桂幼稚園
大里修二教諭による「2月のプラニング」で
は「生きるている音楽を“なかよしリズム
を中心に”」28)というタイトルの記録である。
この園では、1972年から『なかよしリズム』
を継続視聴しているのだが、興味深いのは、
番組の継続視聴は、〈音楽リズム〉領域の指導
の一部として考えていないと主張する点であ
る。番組の利用は「音楽を教え込むというこ
とよりは、生きている音楽を体験すること」
であり、番組については、「ロック（アフター
ビート）曲や変身マーチなようなのりのよい
歌があり、子どもへの素材の与え方とその素
材の自由さ」が「幼児を楽しくさせ、音楽が
好きになり、その能力もます」と評価する。
この教諭は、当時の幼児教育内での音楽素材
は、まず3和音のみの幼児歌曲（「くつがなる」、
行事歌）と、和声的にも豊かになった子ども
の歌（「とんでったバナナ」「犬のおまわりさ
ん」など」の2つのタイプが代表であり、そ
れが飽和状態にある、と指摘する。その上で、
ロック曲や変身マーチは新鮮さを感じる音楽
素材という。その点で、「1972年の『なかよし
リズム』はおおいに評価できるが、1973年は
番組の骨組みが「日常性」となったため、素
材が行事歌、子どもの歌的になり、視聴中子
どもから「これ知っているやつまんない」と
の言葉も出てきて、いわゆるのりが悪くなっ
ていることが否定できない。」と報告する。
　次に、1975年、愛媛大学教育学部附属幼稚
園の酒井節子教諭の実践記録では、「放送の利
用が保育において大いに価値のあることを私
たちは十分認めている」としながら、前年は
あまり放送を利用できなかったとの反省を踏
まえ、「「せんせい、きょうはテレビをみせて
くれるの」と目を輝かせる幼児をみながら、
今年度こそは、計画的な保育を展開してみよ
27） 『放送文化』1957年,9月号,p.24
28） 『放送教育』1974年2月号,pp.20-21
写真2　テレビ「幼稚園保育所の時間」のテキスト、
昭和37年（1962年）度7.8.9号テキスト『NHKテレビ・
ラジオ幼児の時間』表紙、昭和45年（1970年）度
1学期テキスト『NHK幼稚園保育所の時間』表紙
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うと意気込んでいる」29)。日課表を確認する
と、この園では、一斉視聴と自由視聴の形
をとり、「番組によって導入として利用した場
合」と「経験を豊富にしたい場合」の一斉視
聴の形をとり、そのほかは視聴したい幼児だ
け視聴させた。「この視聴覚教材としての利
用法は、幼児にとって非常に興味深いようで
ある」と評価しながらも、「なかよしりリズム」
をはじめ、「びっくりばこドン」は自由視聴で
あり、「一斉保育の後の休息もかねて視聴」さ
せるための番組利用の意向を示す。
　最後は、福井市麻生津幼稚三花分園、坂本
美沙代教諭による学校放送教育相の入賞論文
「『なかよしリズム』の継続視聴による幼児の
身体表現の変容」（1984年）の冒頭には、「幼児
番組「なかよしリズム」の継続視聴を始めた
ものの、教育課程への結びつき、日ごろの保
育へどのように取り入れたらよいか迷う毎日
でした。テレビ利用の手引きの内容から、自
分が予想を立てて視聴した時の食い違い、視
聴後に表現しようと選曲しておいた曲とテレ
ビのイメージが合わずに、表現がスムーズに
流れなかったことがよくありました。」30)と
あり、十分に活用できなかった当初の様子が
伺われる。
　久野登久子31)による「実用保育選書　放送
教育ハンドブック」(1977年)には『なかよし
リズム』での「ぴょんぴょんぴょん」を利用
した時の写真が掲載されている。また本書の
冒頭には「なかよしリズム」を活用した指導
に対する幼児の感想がお手紙で紹介される。
「 “なかよしリズム”であそぶんだ　タンブ
リンうってパンパンパン　
カスタをたたいて　タンタンタン　とんだり
はねたり　ぴょんぴょんぴょん
“カラーテレビをかっていただいてよかった
ね”
せんせいがうれしそうにわらったよ　ぼくた
ちもうれしくてわらったよ…..」32)
写真3　「テレビと遊ぼう―「なかよしリズムを
見ながら」―」（久野.1977.p74）
　以上、これらの事例は“先進的”な幼稚園
の取り組みとして挙げられるが、番組利用の
様子は多様な形で実践されたことが伺える。
3．「幼保の時間」の導入と普及の背景
　本章では、幼稚園・保育所において「幼保
の時間」番組がいかに導入され、普及された
のか、その経緯を明らかにする。まず、放送
教育と幼児教育はどのように交差し、互いに
関連しながら進展していったのか、両者をめ
ぐる言説を整理し、幼稚園・保育所でのテレ
ビ放送教育の導入過程を確認する。次に、そ
の背景にあった大きな影響力を持った研究組
織の活動の内容をみる。
3−1. 放送教育と幼児教育
　放送教育と幼児教育は合間っていかに進展
したのか、両者をめぐる言説とはどのような
ものであったのか。まず、幼児教育への放
送教育導入を推進した小田豊による「放送に
よる新しい保育の創造」では、保育の中に放
送を取り入れることで具体的に何が変わるの
か、次の4点を挙げる33)。「(1)放送を取り入れ
ることによって、従来の保育時間が短縮され
29） 『放送教育』1974年4月号,p.20
30） 全国放送教育研究会連盟,1986,p.204
31） 久野は、幼児教育を中心に長年活動している。
高千穂学園幼稚園長、文部省教育実習調査研究
協委員、NHK学校放送番組委員、東京都私立
幼稚園協会理事である。また1967年に学校放送
教育賞受賞するなど幼稚園の放送教育推進に携
わった一人である。
32） 「けんた」くんの書いた手紙。久野,1977,p.14
33） テキスト『幼稚園保育所の時間』「第35回放送
教育研究会全国リポート」, S60年4-7月1学期号, 
p.78-79
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る。(2)子どもたちは、放送を絵本や紙芝居な
どより集中して、興味深くみる。(3)子どもた
ちは遊びの内容と方法を15分（放送）の間に
知る。(4)子どもたちの興味・関心が、多面的
に拡大される。」さらに、放送を保育に取り
入れることは「子どもの感動を生かすことに
主眼をおく保育であり、新しい保育の創造、
それは、子どもを主体とした保育」34)だと述
べる。
　また文部省の指導書では、幼稚園教育にお
けるテレビやラジオの教育的意義として、「(1)
喜んで視聴する態度を育て、望ましい視聴の
しかたを身につける。(2)生活を豊かにし、空
想力を伸ばす。(3)経験を広めたり、深めたり
する。」という項目を挙げる。
　このように、幼児教育の場に新しい試みと
して放送教育を投じることは、多くの利点を
持ち、幼児の成長や発達に資するものだ、と
いう論調が強調された。例えば、1969年の状
況にあって、幼児が幼稚園・保育所で視聴す
るテレビ番組は、「家庭で視聴する民間放送局
ではなく、NHK教育テレビの『幼稚園保育所
の時間』に組まれた番組や、日本教育テレビ
の幼児向け番組に、重きがおかれている」35)
との意見に代表される、いわゆるテレビを通
じた教育とその活用の効果に対する期待が大
きく取り上げられたといえる。ただし、一方
の教育現場では、こうした新しい放送教育の
試みや期待に応えるには難しい実情もあっ
た。
　まず、テレビ放送開始は1953年であるが、
比較的テレビの導入が早い園では、1955年前
後に一台テレビを導入して一斉に子どもたち
に見せたとの記録が残る36)。しかし、この時
期は幼稚園・保育所に限らず、小中学校での
テレビの普及状況も十分ではなかった事実も
ある。例えば、1957年の雑誌『放送文化』では、
東京都内の幼稚園・小学校・中学校の教諭6
名による「テレビを教室に取り入れて」とい
う座談会では、小学校の富永教諭は「学校の
中にももっと受信機を普及するような手を、
強力に打って貰わなければ駄目ですね。いま
の学校の予算というものに比べたら、テレビ
はとびぬけて高くて手が出ないのです」と述
べる。同様に幼稚園の小山田教諭もまた「私
の幼稚園は公立なのですが、65ある幼稚園の
中でテレビがあるのが、2月の調査で5つでし
た。…幼稚園でも、小学校よりも潤沢だと言
われる予算をもらいながら、テレビが入らな
いということは、非常にテレビが高いという
ことですね」と発言する。この会議にも同席
していた中学校の岩本教諭は「学校でテレビ
が購入されても、校長室か職員室に１台ある
だけで、教具として利用されていない」とテ
レビが教育機器として活用されていない実情
を訴えている。
　ところで、1961年から1983年までの幼稚園・
保育所におけるテレビ、カラーテレビの普及
率とNHK幼児ラジオ、テレビ番組の利用率の
変遷を確認すると（図2）、テレビ放送開始の
1953年から5年後には、テレビを備えた幼稚
園は全国で5.2%、保育所では1.7%であった。
しかし、1963年には、幼稚園では77.4%、保
図2　幼稚園・保育所における幼児番組利用
率および設備普及率（全国放送教育研究会連
盟編,1986,p.436から抜粋して作成）
34） テキスト『幼稚園保育所の時間』「第35回放送教
育研究会全国リポート」,S60年4-7月1学期号,p.78
35） 小平,2016,p.15
36） 全国放送教育研究会連盟,1986,p.194
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育所では57.4%と上昇し、さらに1965年には、
幼稚園が86.4%、保育所が82.0%と10数年を経
て、その浸透が見受けられた。
　従って、テレビが幼稚園・保育所に普及し、
本格的な番組利用のピークは1970年から75年
であり、利用率も幼稚園・保育所ともに80〜
90％と非常に高い割合を示す。ただし、この
テレビ利用の高い割合は、その利用の仕方で
多様な形態が存在したからだともいえる。な
ぜなら、幼稚園・保育所におけるテレビ利用
にはかなりの幅があり、例えば、自由放任型、
番組選択型、並行型、融合型の4種があった
とされるからだ。まず、自由放任型とは、自
由遊びの一つとして自由に視聴させるもの、
次の番組選択型は、VTRがある先進園での実
践として、学期に1、2度、子どもの好きな番
組を選択させ、視聴させる、という形をとる。
並行型は、前後の保育と関連なく自由遊びや
紙芝居の時間と同列に、テレビの時間を継続
視聴するもので、最後の融合型は、年間指導
計画の中に位置付け、継続的に番組を利用し
たり、一日の保育の流れを番組中心に展開す
る、といったものだ。つまり、利用率が幼稚
園・保育所ともに80〜90％という数値で捉え
ると、その利用がきわめて高いものであった
とみなせるが、いかに実践されていたか、実
情は施設によって差異が生じていたことは想
像に難くない。この点については、テレビや
放送教育を取り入れ、実践した当時を知る関
係者に確認する必要があると考える。
3−2. 幼稚園・保育所での導入を支えた背景
　本節では、「1960年代に質量ともに幼児向け
番組が急成長し、放送利用教育を普及させる
ための全国規模の研究活動に支えられて、幼
稚園・保育所での利用は急速に広がった」37)
との指摘にあるように、浸透の背景には、
NHKの関連組織をはじめ、文部省、教育行政
他、特定の研究組織による強い関与があった
点を確認する。
　放送教育に関する研究組織の形成は、ラジ
オ学校放送時代に遡る。1948年、日本放送教
育協会の発足に続き、同年の8月に「放送教
育研究全国大会」が開催された38)。翌年、「全
放連」の前身となる放送教育研究会全国連盟
（1950年）が発足する。1969年に全国放送教
育研究会連盟に改称し、全国組織となる。そ
して、1955年、日本放送教育学会（現日本教
育メディア学会）39)が設立され、放送教育に
対する関心がおおいに高まった。この組織の
主な活動の一つは、文部省、NHK、開催地の
教育委員会との共催で放送教育研究会全国大
会の開催であるが、地方ブロック、県単位に
よる地域別研究会も存在し、各地で定例研究会
がおこなわれ、活発な活動が見受けられた40)。
　ただし、当初の放送教育研究会の研究組織
には、全国・地方研究会で幼稚園・保育所は
加わらず、正式に放送教育連盟に加盟したの
は1956年である。この年は、文部省が「幼稚
園教育要領」を公表した年でもあるが、第5
回東京で開催されたテレビジョン教育研究会
では、「教育の効果をあげるためにテレビジョ
ンをどのように利用したらよいか」を主題と
する部会において「幼児教育にテレビはどん
な役割を果たすか」「幼児教育にテレビをどう
利用すればよいか」というテーマが上がり、
“幼児”を対象とする内容が初めて議題となっ
た。
　1957年のテレビを主題とした会では、全国
各地で51回も開かれ、7600人の教職員が参加
するなど、テレビ教育に関連する研究活動が
急速に活発化した41)。例えば、1958年、東京
でおこなわれた第9回放送教育研究会全国大
会では、5000人以上の教員が集い、50余りの
部会が開かれ42)、2日目の実演授業には、幼
稚園2園、保育所１園の参加があった。この
37） 小平,2016,p.15
38） 全国から700名の教員が集まったとされる。（西
本,1960,p.184）
39） 例えば、放送教育研究会は、1950年11月に第１
回全国大会が開催されているが、北海道、関東
甲信越、東海、北陸、関西、中国、四国、九州
ブロックといた地方や各地区で研究組織が存在
していた（放送教育研究会全国連盟S34年一覧
より確認）。
40） 日本放送協会,1960,p.399
41） 同上,1960,p.412
42） 西本,1960,p.16
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会では、当時の文部省大臣も参会し、「全国的
な舞台で、正当に近い待遇をうけるにいたっ
たことは、当然なことといいながら、喜ばし
いことである」43)と学校放送推進者の一人坂
元彦太郎（当時お茶ノ水女子大学）との発言
にみられるように、この出来事が学校にラジ
オやテレビが正規の教具としての導入が“お
墨付き”となり、放送教育、視聴覚教育の推
進のさらなる弾みとなったと考える。
　この組織の活動でとりわけ注目するのは、
全国放送教育連盟が1958年以降、全放連盟形
教育テレビ受信機を選定し、全国の学校に斡
旋する事業をおこなったことだ。当時高価で
あった17インチテレビを免税価格で6万円で
提供した。これは「多大の好評をもって学校
側にむかえられたが、これが教育テレビの進
展に寄与した功績が実に大きなものであっ
た」44)とあるように、この活動が放送教育の
浸透と利用が急速に進んだ背景の一つであ
る。その結果、1960年の全放連盟形教育テレ
ビ受信機普及状況の調査によると、幼稚園の
全国数16,586園のうち普及率は17.3%となっ
た。全国の学校、幼稚園・保育所には、こ
れら全放連のテレビ放送装置や教室用スピー
カー、テレビ機材が「全放連規格品」として
一斉に設置されたのである。
　そして、1963年、静岡開催の第14回全国大
会では、部会で幼稚園部門が登場し、幼稚園・
保育所の本格的な参入を迎えた。翌年北海道
での第15回全国大会では、3会場3部会体制と
なる45)。
　このあと全放送連盟の改組により、さらに
大きな変化が生じた。1969年、幼稚園・保育
所から小中学校、高校の各校種ごとに全国組
織が結成され、特殊教育を含め、5つの校種
研究会の連合体として改組すると同時に、全
国放送教育研究会連盟（以下、「全放連」と略
して記述）と改称された。この改組をもとに
全放連の傘下に公私立の幼稚園・保育所別に
研究団体が立ち上がり、のちに「全幼連」（全
国幼児放送連盟）という団体の形成の契機と
なった46)。
　一方、文部省では学校教育行政部門におい
て、放送教育に関する施策が進められていた
が、1953年8月社会教育局視聴覚教育課が設
置され、社会教育、学校教育にラジオ・テレ
ビ放送を積極的に取り入れる姿勢を示すと同
時に方針を立て、その普及に向けた活発な活
動を展開した。1970年、当時の課長五十嵐は、
文部省発刊の事例集のまえがきで、「従来の視
聴覚教材の概念にとらわれることなく、新し
い教育機器も取りあげ、 広く教育方法の改善
という観点から、視聴覚教材の利用を位置づ
けています。」と述べ、教育機器としてラジ
オ・テレビ推進の立場を明確に掲げる。さら
に、省として1953年以降、視聴覚教材の利用
に関する研究委嘱を開始し、1969年から中学
校、 1970年から小学校各22校に対する教育機
器利用の研究委嘱をおこなうといった取り組
みをみせた。
　1982年に発行された『昭和57年度NHK幼稚
園・保育所番組と利用の手引き』では、第32
回放送教育研究会全国大会にて、1200名の幼
児教育関係者が全国から集まり、盛んな討議
がおこなわれたと記録される。この時期には、
放送教育に関するハンドブックや手引書も出
版された。加えて、雑誌『放送教育』では、
放送教育懸賞論文にて、幼稚園・保育所での
ラジオ・テレビ利用に関する研究論文の投稿
もでてきた。こうして放送教育に対し、 “真
43） 『放送文化』1959年14巻1号,p.15
44） 日本放送協会,1960,p.399
45） ただし、各地方放送研究会では他の校種と比
較すると幼稚園・保育所の参加は少なかっ
たとある（北海道地方放送教育研究協議会
編,1977,p.187）例えば、札幌地区幼児放送研究
会の発足は1969年になる。それ以前の研究会で
の幼稚園・保育所の参加は、園単位ではなく個
人の参加にとどまっったとある。この状況は「ど
この都道府県も大同小異であったようである」
と記されている。（同掲書,p.187）。
46） 東京都を例にあげると、1969年に発足した東京
都幼稚園・保育所放送教育研究会（都幼放）は、
東京都公立幼稚園教育研究会（公立幼稚園の研
究組織）、東京都私立幼稚園協会（私立幼稚園
の研究組織）、東京都保育研究会（公立保育園
の研究組織）、東京都保育園連盟の4つの組織で
構成された（久野,1977,p.175）。
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面目”に取り組もうとする“先進的”な幼稚
園・保育所の数は全国的な規模で増加してい
く。ただし、幼児教育の現場に放送教育を推
進する組織や行政の介入状況は、一枚岩で捉
えることは難しく、各施設による番組の実際
の利用や受け止め方は実にさまざまであった
とも考える。
　これまで確認したように、ラジオ・テレビ
を利用した教育を推進する機運の高まりは、
「ラジオとテレビにも教育の世界で正しい座
を設ける」（西本,1960,p.188）という思想に支
えられ、さらには文部省や教育行政、全国的
な教育組織の関係者をも巻き込む大きな潮流
の中、幼稚園・保育園も少なからず関与しな
くてはならない、ある意味、強制的な力が働
いた状況にあったといえるだろう。
4. テレビ時代の放送教育と幼児番組の特徴
　ここまで本稿では「幼保の時間」の成立過
程と番組の概要と実践を確認した。テレビと
いう視聴覚メディアの特性を生かした放送教
育に対する期待を背景に、番組が制作され、
受容された様子も明らかとなった。最後に、
「幼保の時間」の成立過程と音楽番組の内容
と実践にみる特性を考察し、まとめとする。
　まず、１点目は、教育テレビ番組「幼保の
時間」は学校放送の中に位置づけられ、視聴
覚教育、放送教育の普及と浸透を背景に発展
したという点だ。そもそも学校放送は、これ
を利用する学校側における法的根拠と、制作
側にも同様の制作上の法的な定めがある。つ
まり、番組内容は学校教育課程の基準に準拠
し続けなくてはならない。そのため「幼保の
時間」の音楽番組の内容は、あくまでも「幼
稚園教育要領」と「保育所保育指針」が示す
〈音楽リズム〉、あるいは〈表現〉領域に準ず
る形で提供され、教材としての現場での実用
性が常に問題となった。一方、この制限によ
る弊害も生じたと考える。例えば、6領域に
対応する番組が教材として毎日15分放送され
るのだが、受け入れる側では、それを日々の
指導計画に取り入れなくてはならない。まし
てや年間指導計画に位置づけ、活用するには
現場レベルではかなりの労力が費やされる。
そのため単発的な利用の仕方や自由放任型の
視聴にならざるをえない施設もあった。加え
て、図3にあるように番組の企画制作過程に
は、NHKの上部組織や関連団体をはじめ、専
門家、研究組織、現場（教員・生徒）の意向
が介入する。こうした一連の手続きの煩雑さ
は、制作現場ではさまざまな試行錯誤の結果
としてあらわれた。また学習指導要領や指針
の改訂の都度、放送内容も変化を伴わざるを
えなかっただろう47)。
図3　『番組ができるまで』年間計画（小
田,1964,p76）
　2点目は、幼稚園・保育所におけるテレビ
放送教育の活用は、地域や施設による大き
な差異があった点だ。1977年のハンドブック
では、「各園の地域性や幼児の実態によって
差が著しいので、一貫した視聴指導の体系
をはっきりと示すことは大変むつかしいこ
と」であり、「あまり一般論にこだわらず、自
47） 番組制作に関わるプロデューサーはじめ、出演
者等をめぐる作り手の証言については稿を改め
て紹介したい。
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分の園の、自分の身近な幼児の実態をよく把
握して、指導の方向を決めるべきである」（久
野,1977,p.58）とある。放送教育を推進する
立場の当事者としても、幼児教育でのテレビ
番組利用の困難を指摘しているのだ。このこ
とは、佐藤（2007）が、教育現場におけるテ
レビ受容＝批判の変遷を分析し、文部省をは
じめとする行政やNHKと協働したテレビ教育
の導入をめぐり、現場の学校では対立や混乱
が生じていた事実を浮き彫りにしたように、
「テレビの教育化」の形骸化という指摘が、
幼稚園・保育所の場合もあてはまると考える。
　３点目として、テレビという新しいメディ
アの登場に対し、当時の社会、教育界でもそ
の存在の過大評価と過小評価双方が混在した
にもかかわらず、現場でのテレビ利用の豊富
な実践例が存在した点が挙げられる。このこ
とは、「幼保の時間」はNHKという公共放送
が提供し、加えて文部省の教育要領や指針に
則った“公的”な“お墨付き”の教材であり、
導入すべきである、という強制力や影響力が
受容の場でも大きく作用したからだといえ
る。
　例えば、冒頭でも紹介した児童文学者の上
の著書では、「テレビをいたずらに仮想敵とし
て見ることを止め、この視聴文化を日常生活
の正当なところに位置付け、またその内容を
すぐれたものにしていかなくてはならない」48)
と主張し、「幼保の時間」の番組を留保しなが
らも評価し、推奨する言及があった。この主
張にみるような、教育テレビ番組の幼児番組
が特権的意味をもち、「テレビを教育に」とい
うスローガンが当時の幼児教育の現場におい
ても正当化され、放送教育を積極的に導入す
る考えの通底にあったと考える。
おわりに
　本稿が取り上げたNHK教育テレビ番組「幼
保の時間」の番組は、先行する聴覚メディア
であるラジオの慣例を引き継ぎ、テレビの視
聴覚的特性である映像・音楽・音声、そして
放送としての同時性、即時性、親近性という
特質を生かしながら、放送教育を幼児教育現
場への浸透をめざすものであった。それは、
「テレビはともだち」（日本放送教育協会,1982)
という言葉が象徴するように、幼児にテレビ
に親しみを持たせ、その日常的な常用を通じ
て教育効果、学習効果をはかろうとする働き
かけでもあった。
　本稿で取り上げた教育テレビ番組「幼保の
時間」は、幼稚園・保育所での集団視聴を目
的としたが、実際には、家庭視聴もおおいに
あった点も忘れてはならない49)。「ラジオ、テ
レビそれぞれの放送の早い時期から、多様な
教育番組が幼児向けに制作・放送されてきた
ことは、教育放送のみならず、日本の放送史
全体の中でも特記されるべき内容といえる」50)
との指摘があるよう、本稿で確認した教育テ
レビの幼児番組も放送史の一端に位置付けた
いと考える。
　また今回は言及できなかった番組の詳細な
内容分析や教育要領等との照応をはじめ、さ
らには受容の場にみる差異についてさらなる
解明を進め、戦後昭和期の幼児教育、幼児文
化に教育テレビ番組がいかなる意味を持って
存在したのかを問い直し、検証したい。
《付記および謝辞》
・本稿は平成29年度静岡産業大学研究活動助
成金「幼児・保育教育における「身体表現」
の概念の導入とその運用に関する考察－保
育実践・カリキュラム・保育内容にみる「リ
トミック」「音楽リズム」を中心に－」によ
る研究成果である。
・本稿の第2、3章は放送送文化基金平成29年
度研究助成（人文社会・文化）に採択され
た「NHK教育テレビ枠『幼稚園・保育所の
時間』の音楽番組が幼児教育の〈音楽リズ
48） 上,1969,p.95
49） 筆者は1971年生まれで、保育所・幼稚園でのレ
コード鑑賞の記憶はあるが、テレビ視聴の記憶
はない。小学校では理科、社会、算数、音楽、
道徳の授業内で学校放送番組の視聴経験があ
る。一方、家庭で教育テレビ番組を熱心に視聴
した記憶もある。こうした家庭での学校放送番
組の視聴経験についても今後調査を進めたい。
50） 小平,2016,p.15
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ム〉領域に与えた影響について」の調査・
研究成果である。
・本研究はJSPS科研費18K02465（2018年度基
盤研究C：代表）の助成を受けた成果の一
部である。
・本稿は大阪府立中央図書館国際児童文学館
「特別研究者」（平成30年度）として、貴重
な所蔵資料を活用した研究成果である。多
くの雑誌や資料の閲覧・複写作業等にご協
力いただいた国際児童文学館の関係者およ
びスタッフの皆様に感謝申し上げます。
・雑誌『幼稚園・保育所の時間』、『放送教育』
ほか、保育教育に関する貴重な蔵書の閲覧、
貸借にご協力いただいた倉敷市立短期大学
附属図書館の関係者およびスタッフの皆様
に感謝申し上げます。
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